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【目的】獨協医科大学では 2012 年末よりロボ
ット支援前立腺全摘術 （Robot-assisted radical 

prostatectomy, RARP） を開始し，95% の症例が
RARP に移行した．現在，100 例 / 年間超のペー
スで症例が蓄積されている．これまでの症例解
析から今後の課題を見いだす．
【方法】RARP146 症例を対象に，周術期デー
タの記述統計および時期別の手術パラメータ
の比較統計を行った．統計は R （The R Founda-

tion for Statistical Computing, version 2.13.0） を用
いた．
【結果】総手術時間，コンソール時間，出血量，
尿道カテ留置期間，入院日数はそれぞれ 197 分，
159 分，257 mL，5.5 日，10.4 日であり，同種血
輸血や開放手術への移行を必要とした症例は
皆無，Clavien-Dindo （CD） Ⅲ合併症率 4.3% で
あった．神経温存 （片側 / 両側） はおよそ 2/3 の
症例で施行されたが，病理学断端陽性率は pT2

以下 3.1%，pT3a 53.8%，pT3b 28.6% であった．
尿禁制獲得は術後 1 ヶ月と 3 ヶ月で 65.1%，
93.2% であった．コンソール時間，膀胱頚部離
断や膀胱尿道吻合などの手術パラメータを
RARP 導入から 3 期に分け比較すると，導入期
から中期の改善が顕著であり，後期では統計有
意差には至らないものの，素データの改善を認
めた．
【結論】RARP 導入 2 年程度の周術期成績とし
ては諸家の報告と比較して良好な結果であっ
た．特に機能温存成績は良好であるが，T3 癌の
断端陽性率は未だに高く推移しており，拡大切
除や郭清など手術アプローチを再考すべき課
題が明確になった．
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【目的】針刺し・切創は医療従事者に職業感染
を生じる重要な課題であり，これを減らすため
の研究が進められている．しかし，その知見を
取り入れた教育を実施した報告は少ない．我々
は研究の知見や新しい教育手法を取り入れた
安全教育プログラムを新人看護師に実施し，針
刺し・切創予防に有効な知識・経験の蓄積に
つながるかを検討した．
【方法】獨協医科大学病院に平成 26 年度に入
職した新卒看護師 98 人を対象とした．研究参加
について全員から同意を得た．対象者に，小テ
スト，研究の知見を取り入れた講義，ビデオ教
材を用いた針捨てに関する学習，小人数グルー
プワークによる症例検討からなる安全教育プ
ログラムを実施した．プログラムの最後にアン
ケートを実施し全員から回答を得た．アンケー
トは満足度等を選択肢法で問い，印象に残った
ことを自由記載とした．
【結果】94% の対象者が安全教育プログラムに
ついて「満足」・「とても満足」と回答した．残
りの 6% は「やや不満」と答えた．プログラム
の内容として印象に残ったことには 69 人が回
答した （うち 3 人が複数の内容を記入）．内容ご
とに件数を集計したところ，講義関連が 32 件，
針捨て関連が 17 件，症例検討関連が 23 件であ
った．
【考察】研究の知見，ビデオや症例検討を取り
入れた安全教育プログラムは新人看護師から
一定の評価を得た．今後，追跡調査を行い，針
刺し・切創の発生率や，知識・記憶の定着率に
ついて調査を進めていくことを予定している．
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